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要約：報告では、非致死的な量の thiamethoxam（ネオニコテノイド系農薬）をミツバチに暴露

して、CCD（蜂群崩壊症候群）の巣に戻れないために高い死亡率を引き起こした原因を調べ

た。実験には無線標識タグを装着したミツバチを用い、野外の飼育下において thiamethoxam

の帰巣障害を調べた。この実験結果は、世界中で使われているﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ農薬に新たな視点を

与える。 

本文内容の概要：本実験は、thiamethoxamの暴露によりミツバチの学習や感覚器に障害を引き

起こして帰巣に戻れなかった仮説を証明するために行われた。そのために、ミツバチの餌に

thiamethoxamを(用量：1.34 ng/20-ml sucrose solution) 混ぜ、無線標識タグをつけたミツバチを巣か

ら離れた場所から放して巣に帰る時間を調べた。次に、Khouryら（2013）らにより報告され

たミツバチのコロニー内のハチ数と餌との関連に関する数学的なモデルを用いて巣に戻らない

ハチの死亡率を推測した。 

 

 

図２．2 箇所の場所からハチを放した際の巣に戻ったミツバチ数の比較 
A; 巣から 1km 離れた所、B：巣からランダムな場 
縦軸は累積の巣に戻ったミツバチ数、 
横軸は時間、control：無処置、treated：thiamethoxam処置 
結果は、無処群に比べ thiamethoxam処置群の巣に戻ったミツバチ数は少ない 
 



 

 
 

 

図４．巣内のミツバチ数の変動についての 6 ケースモデルのシナリオ 

L: 女王の産卵数/日 L: 毎日暴露されるミツバチの割合 

縦軸：巣の中のミツバチ数 横軸：処置後の日数 

赤線が thiamethoxam処置群、 青線が無処置群 点線は、減少傾向を延長した推測 

産卵数と暴露割合の組み合わせ 6ケースを示しており Aと F；正常に成長している
巣、Bと Eは、平行状態の巣、Cと Fは、少し成長が落ちている巣の比較  

A,B,C]はハチの 90％が暴露され、D,E,Fは,50％のハチが暴露されたと仮定した際の推
測値 

 



 


